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･1. Inthepresentp早per,･thelife･history-of

thesheepblowfly,Luci.liacuprLnaWied.,was

discussed.Thelarvaewererearedwiththe壬10rSe/-

meat,andadu一tswerefedonhorsemeat,milk

dnd･2･percentsucrosesolution.

2. Theperiods0fegg･larva,pupalstagesof
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malealldfemaleunderthedifferenttemperatures

甲eShowninTablel･TIluS,thedevelopmental

2=erOtemperatureWere15.2,9.4and8.8.C,

respectively.

3. Thepre-oviposition periodsundefthe

rangeLoftemperaturesfrom 20oto300Cwere

variedbetween3.6to6.8days.Totalnumber

ofeggsdepositedandpercentagesofhatched

eggswereshownthemaximumvalueat25oC.

Aye-ragenumberofeggsperbatch was177

(Table3).

4. IncomparisonwithL.cuprinadistributed

in AustraliaandAfricaandtIlatin Japan,

itissuggestedthatsomedifferen'cemayexist

ontileduration ofdevelopmentbetween t王Ie

both stra王ns.

OJltheDirEeretICeinthettesiStaELCeloParalhionorAIelhylParathionoftheHibernated

RiceSlam BorerltcaredonDifferentVarjctie80ffEicePhut.VariationintheResistance

●oftheRiceStemBorertolnもecticides･ⅠⅠ･KozaburoOzAKr(I?ivisionofEntomology,Nat.
Inst.Agric.Sci.,NiShigahara,Tokyo･)･Received,July15,1959.BoEp IKagaku,24,118･123,I

1959(with EnglishreSumd,122).

24. 食害晶硬を異に した越冬幼虫のパ ラチオンまたは メチルパラチオンに対する抵抗力の.._.Lp
相違につし､て ･.こカメイチュウの殺虫剤に対する抵抗力の変異 ⅠⅠ.尾崎幸三郎 (員林省出発技術研

究所 昆虫科)34.7.15受理

第2化期のこカメ､イチュウを異なった品種の水稲で飼育し,幼虫の越冬期における体或とその変異

およびパラチオンまたはメチルパラチオンに対する抵抗力を調べ,幼虫の平均体重とパラチオン剤 -

.に対する抵抗力との関係を検討した.

ま え が き

昆虫の殺虫剤に対する抵抗力は生育期の食餌食物,

棲息密度,温 ･湿度等の環境条件の変化で変動するが,

この変動を検討することは殺虫剤に対する抵抗性の検

討,生物試験に供試する昆虫の均一化にきわめて重要

である.

草食性の昆虫は一般に生育期の食草や同じ食草でも

聴取する部分を異にすると,殺虫剤に対する抵抗力が

顕著に変化する.すでに明らかにされているように,

ニカメイチゝクの老熟幼虫の体重は生育する水稲品種

の相違で変化するので.･こ-の変化は殺虫剤に対する抵

抗力の変動性にも影響するものと考えられる.''そこで

聾者は第2化期の幼虫を異なった品種の水稲で飼育し,

この幼虫の越冬期におけろ体重とその変異およびパラ

チオンまたはメチルパラチオンに対する抵抗力との関

係を検討した.ここにその結果を報告する.
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未払材料と方法

この実験は1953年から1955年までの3ヶ年実施し

た.飼育に供した品種は,1953年には松山雄町,愛国

1号,埼玉細管愛国1号.黄玉の4品種,1954年と

1955年には松山堆町,愛国1号,黄玉,イハラ5号の

4品種で,これらの水稲は関東地方における慣行によ

って所内のコンクリート梶に栽培した.幼虫は8月中

旬に各晶B-にはば同数宛食入させ,幼虫が老熟するま

で飼育した.水稲は各年とも10月下旬に刈取り,在虫

茎をより出し,同じ品種をひとまとめにして室内の金

網墓に倖管した.幼虫は11月下旬または12月上旬に

稲美から取出し,0.1% の昇索水で5分間殺菌し,秩

試するまで 4oCの低温室に貯蔵した.なお冷蔵前に

50-1CO個体の休重を測定した.

1953年には12月上旬に散布法で殺虫剤に刈する抵

抗力を検定した.絞用した殺虫剤はホ])ド-)l乳剤で,
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これを水道水にて所定の沢渡に稀釈し,コンプレッサ

ーとスプレーガンを用いて金網上においた幼虫に1m

の距離から散布した.散布した幼虫は田ちに炉紙上に

移し,体去両の余分の衣紋を除き,.内部に切藁を入れ

た径 9cm のシャーレに入れ 25oCの定温H_に保っ

た.幼虫の生死は散布48時間後に調べ,正常個体と苦

悶個体を生とし;.完全に死亡した個休を死Jttた･

1954年には各品種とも個体数がきわめで少なかった

ので,殺虫剤に対する抵抗力は校定しなかった.

1955年には3月中旬に局所施用法で殺虫剤に対する

祇抗力を検した.使用した殺虫剤は純鑑 99.8% のメ

チルパラチオンで,-これをアセトンで所定の氾皮に稀

釈し, ミクロシリンジで1個体に 0.002ml宛処理し

た.処理した幼虫は内部に切藁を入れた径 9cm のシ

ャーレに入れ,25oCの定温把に保った.死虫数は処

理24時間後に調べ,生死の判別は正常個体を生とし,

苦悶から完全死亡までの個体を死とした.

実 験 結 果

1) 幼虫の平均休重とその変異 : それぞれの品種

で飼育した越冬幼虫の体重の平均とその変異の程度を

求めた結果は第1表の通りである.

節1表によると,幼虫の平均体重は生育した品種で

著しく変化し,1953年には,松山堆町の攻も重い個体

群と埼玉プ燕だ愛国1号の良も掛 ､個体群との体重の差

矧 ま46.1mgに透した.その他の年でも,品種間にお .
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ける体重差の最大は20-mgまたは 33mgもあった.

なお松山堆町で飼育した個体はいずれの年も最も重か

ったが,他の品種で飼育した僻休の重さの頓位は年に

よって異なった.

一方体歪の変異の程度にt/J/品種間で顕著な差はみら

れなかった.

2) 殺虫剤に対する抵抗力 : 先述 したように,

1953年には散布法で,1955年には局所施用法で所定の

氾皮の殺虫剤を処理し,1953年には処理48時間後に,

1955年には処理24時間後に死虫数を調べたが,無処理

区の死虫率を用いてAbb乙ttの式で死虫率を補正して

示すと,節2表の通りである.

希2表の結果を Blissl)の方法によって,死虫率を

Probitに, 温度を対数値に変換して,洩皮一死虫串

回帰直線を計許し,観測値のこの直線に対する適合性

を検したところ,第3表に示すような結果が得られた.

いま蔚3衣に示した汲度一死虫率回帰直線から,各

一品種の水稲で飼育した個体のパラチオンに対する抵抗

力を示す諸恒数を求め,50% と84%致死汲庇を井出

t.,,1955年の結果については致死濃度に1頭当))の処

理薬包を乗じて,1頭当りの 50% と84% 致死薬虫

を求めると,第4表の通りになる.なお1953年には

50%.致死氾庇の,1955年には50% 致死薬虫の捺準誤

差を求めたので併せて表示した.

節4表によると,1953年の結果では∴越冬幼虫のパ

ラチオンに対する拡抗力は松山堆町で飼育した個体が

Table1. Averageweightanditsvariabilityofthehibernatedricestem borer

rearedondifferentvarieties0friceplanlt.

1955
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Table2.-Percentmortalityofthehibernatedricestem borerrearedondifferent
vafietiesofthericeplantI)ythesprayor-topicalapplication-ofparathionandmethylt
parathion.

Variety.ofriceplant Concentrationofparathionsprayed

0.2% 0.1% 0.04% 0.02% Jl10.01% 0.004%

Matsuyama･omachi

AikokuNo.1

Saitama-mub6-aikokuNo.1

Kidama

52･9 27･5 .か･4 2や･8 '4･0 11･5
65.8 53.2 39.3 .37.2 31.4 16.5

73.1 .38.1 35.7 36.2 15.9 12.5

76.9 48.0 30.3 .44.0 20.7 22.2

Concentrationofmethylpara血ionappliedtopica一ly.
0.03% 0.02% 0.01% 0.006% 0.004% 0.002% 0.001%

Varietyofriceplant

Matsuyama-omachi

AikokuNo.1

mafaNo.5

Kidama

B:M

B:m

Fz;M

htM

73.9 70.5 57.7
92.5 80.0 70.6

100.0 76.7 75.0
100.0 92.9 96.8

95.6 93.5 70.6
96.2 88.9 79.8

_96.8 91.0 64.3
100.0 94.2 69.1
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1
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6
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6
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Table3∴ Dosage-morta一ityregressionequationsforparathionormethylparathionof
thehibernatedricestemborerrearedondifferentvarietiesofthericeplant.

Varietyofriceplant l Regressionequat王on 上 空I n F pzr20teasbtili(t,y,.i)n

Varietyofriceplant sexI RegreSS=Onequation 上 空 F-n I･pzrp?ea,btilit,yr.i)n
Matsuyama-omachi

AikokuNo.1

IharaNo.5

Kidama

Y-5.429--2.433(X-1.824)
Y-5.299--2.608(X-1.521)

Y･5.356g3.060(X-1.556)
Y-5.372--3.125(X･1.314)

y･5.694-3.406(ズー1.680)
y-5.425-3.235(ズー1.522)

y-5.593-2.749(Ⅹ･1.637)
Y･5.379-3.201(Xl1.448)

知
弼

諾

即
941

枇
収

7
4

2
3

7
0

5
3

3
3

2
2

3
3

3
2

0.057
0.198

0.232
0･169
0.057
0.815

0.064
0.183

最も強く,愛国1号,黄玉および埼玉純だ愛国1号で

飼育した個体との間に顕著な差がみられた.しかし愛

国1号,黄玉および埼玉無だ愛国1号で飼育した個体

間での抵抗力の差はきわめて小さかった.

1955年の結果でも,越冬幼虫のメチル,{ラチオンに

対する抵抗力は生育期の水稲の品極で異なり.松山堆

1%)

町で飼育した個体の抵抗力が最も強かった｣いま松山

雄町で飼育した個体の 84% 致死薬星に対してイハラ

5号,黄玉,愛国1号の各品種で飼育した個休の84%

致死英訳の比を求めると._雌 では 1:0.61,1:0.53,

1:0.51,雄では 1:0.81,1:0.71,1:0.51となり,也

山埠町で飼育した個体の抵抗力は愛国1号で飼育した ､
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Table4. RcsistanceoEthehibernatedricestemborerrearedondifferentvarieties

ofriceplantandappliedwithparatllionormethylparathion.

1953, parathionwasappliedbyspray

1955, methyIparath王onwasappliedtopica一ly

Ⅷ
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した個体とは祇抗力に差がなかったが,黄玉や愛国1

号で飼育した個体より近く,愛国1号で飼育した個体

暑 bO,警 芸慧冨芸芸芸冨芸冒認 票差16=ア芸宏之豊実
` は雄より有意に強かった.

Fig.1. Variation ･in the res王StanCe tO
methyl,parathionoE･thehiber'nated rice
stemborerrearedondifferentvarietiesof

riceplant･So一idlin95Coverthecorlfidence
IintervalofLD･50atp三三0.05ofthefema7e
一andbroken_linesthatofthemale.

個体の約2倍であった.

なお1955年には 50% 致死集塵の P=0.05におけ

る信較限界を求めたが,この上限と下限の幅を図示す

ると,第1図の通りである.信頼限界の上限と下限が

重ならないものは相互に有意差があると考えられるの

で,この結果にもとづいて,各品種で飼育した個体の

メチル′ヾラチオンに対する抵抗力を比較すると,噂で

は松山堆町>イハラ5号>黄玉,~愛国1号の頓になり

椎では,松山堆町で飼育した何件とイハラ5号で飼育

考 察

以上のように,こカメイチュクでは生育した水稲の

品球が異なると,越冬幼虫の大きさは変り,パラチオ

ンおよびメチルパラチオンに対する抵抗力は著しく変

動する.

昆虫の殺虫剤に対する抵抗力は生育期の食餌に影響

されやすいが,石倉および尾崎4)は異なった食草で飼

育したヨトウムシ老熟幼虫のEPNに対する祇抗力を

.検し,ヨトウムシ老熟幼虫のEPNに対する抵抗力は

食草の相違で顕著に変動するが,この場合,老黙幼虫

の体重と抵抗力との問には明らかな関連性はなく.休

盃が式い飼育個体が一例近い抵抗力を得ているとはい

えないと報じている.したがって生育期の食草の相遍

による拭抗力の変動は,昆虫の大きさが食餌で異なる

ためばかりとは考えられない.

いま第1表に示した越冬幼虫の平均体星と第4表に

示した 50% 致死泣皮または 50/.Q/致死薬屋との関係

を図示すると,第2図の通りである.

これによると,異なった水稲品種で飼育した越冬幼

虫の平均体重とパラチオンに対する拡抗力との間には

1名1
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Fig.2.RelationbetweenLG-50orLD-50
andtheaverageweightofthellibernated
ricestemborerrearedondifferentvarieties･

ofriceplantandapptiedwith parathion.
andmetIlyl.parathion.

明らかな関連性は認められない.特に第2図から松山

堆町で飼育した個体の値を除いた場合には,ヨトウム

シ老熟幼虫におけると同様に,両者の関連性は全('な

い.

･ニカメイチュクに対する殺虫剤の効力試験には普通

野外から採焦した幼虫を供試しているが;幼虫の殺虫

剤に対する抵抗力は上述のように,'生育期の水稲の品

種に彫響されるので,供試虫を採集する場合には,水

稲の品種は常に一定しておき,',同一品種で生育した個

体を常時供試するよう配慮すべきである.･.

なお筆者はこのような抵抗力の水稲品種による差異

が初令期の幼虫にも認められるか香かは検討していな

いが,橋爪および山科3)は第2化間の幼虫を分乗朋と助

椿形成期の水稲で飼育すると,3令幼虫のパラチオン

に対する抵抗力は分葵朋の水稲で飼育した個体の方が

強かったと報じ,石倉および尾崎4)は異なった食草で

飼育したヨトウムシ幼虫のパラチオンに対する抵抗力

を検した際,幼虫後期に抵抗力が強い飼育条件では幼

虫前期にも払い抵抗力を得ていることを明らかにした.

これらの結果から推察すろと,実際防除の対象になる

初令朋にも,品種の相違で蛇抗力が異Tlると思うので.

防除効果が品種で異なる場合もあるかも知れない.

122
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希2化期のニカメイチュウを異なった品種の水稲で

飼育すると,越冬幼虫の休重は変化し,_殺虫剤に対す

る抵抗力も著しく異なる･それぞttの水琴品種で飼育

した幼虫の中均体重とパラチオンまたはメチルパラチ

オンに対する抵抗力の間には明らかな関連性はなく,

体重の重い個体が得に一層強い酵抗力を得ていると.は

考えられない.

この4:うに越冬幼虫の殺虫剤に対する抵抗力が生育

期の品種の相違で異なるので,殺虫剤の効力試験には

同一品種で生育した幼虫を供試する必要があろう.
`
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ThepresentStudydealswiththevariationin

theresistancetoparathionandmethylparathion

ofthehibernatedricestem borergrown on

thefollowingvarietiesofthericeplant.

Jn1953:Matsuyama･onlaCh王,AikokuNo.1,

Saitama一mub6-a王kokuNo.1,andKidama.

In1954and1955;Matsuyama･omachi,Aikokn

No.1,Kidama,andlharaNo.5.

Thelarvaegrownonthesevarietieshadbeen

collectedafterharvest,weighed,andpreserved

ina cわnstanttemperaturechamberat4oC,

untiltheyweretreatedwithinsecticides.Tlle

hibernatedricestemborerwassprayedwitha

seriesofconcentrations'bfparathionemulsion

in1953,andin1955.puremethylparaihionin

aceton801utionwasapp一iedtopically.

As shownintable1,averagebodyyeightof

thehibernatedrice8temborerwasaffectedbyl

thevariety-ofriceplantoLnwhich larvaefed.

ThedegreeofvariationofThebodyweightwas

small, aSregardsdifferentvarietiesofrice

plantsfeduponbythelarvae.Thefemalewas

largefthanthemale,andthedegreeofvaria･

tionappearstobelargerinthefemale.

Mortalityofthelarvaeappliedwith parathiムn

andmethylp?rathibnwaseXa血ined24もr48
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hour占after_treatment.Pe-rcentmortalitywas

TeVisedbyAbbott′sformula.Tllelethalaction

wascomputedbyFinney'smethod,andthe

resultswerepresentedinTable3and4.As

showninTable4,LC150orLD･50oEparathion

andlnetllylparAthion variedby the larvae

fedondifferent▲varicties.TheIatvae.fedon

Matsuyama･omachi were considerably more

resistanttoparathionandrhethylparathion

thanthelarvaefedonothervarietiesinboth

yearsunderexperimentation.As regardsthe

resultsof1955,therelativeresistanceofthe

節 24巻一甘

larvaefedanlharaNot.も kidamaandAikokも
No.1tothosefedon Matsuyama'･omachiwas

0.61,0.53and0.51infemale;､and0.81,0.71

and0.54inmale.Thefemale′wa5always'more

resistanttふmethylparathion than themale.'

Thismay･beduetotheheavyweightotfthe

femalelarvae.

TI一eCOrrelation oftlle resistance of the

larvaefedondifferentvarieti.e宇･tOtheirbqdy
weightiss】10WninFig.2.Ⅰn tIliscase,the

resistancewasnotproportionaltothebody

weight.

EEEictoEEmuhificrAtldOrganicSol▼cnton DeAC一ivAt王onofhhlathiot)EdulSifiahle
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25･ マラソン乳剤(?経時変化防止について 有機燐製剤に関する研死 (第9報)半 松本清蔵

(日本良薬株式会社)34.7.20受理

･マラソン乳剤も粉剤の場合と同様に,'有効成分の挺時変化著しくその分節防止は一大課題である.

退去の実験からその分解原因は乳化札 有機煎剤の種軌 製剤中の水分,貯蔵温度等が類推出来る

が, 更に分解原因,分解防止の方鞭を明掛こすペく,各種の観点から,殊に乳化剤に重点をおいて

研究をすゝめ, 二三の知見を得たので報告する.乳化剤の pH(×100),製剤の pH(×100),乳化

剤中の水分, 及びボ.)エチレング.)コールの混在等が分解志超の主原因と考えることが出来る.

著者は既報においてメチルパラチオン,寸ラソン,

粉剤の貯蔵中における分解防止について報告した 1-7)

此等有機燐化合物は粉剤のみならず乳剤の形態におい

でも広く使用されているが,粉剤形態の場合と同様に

貯蔵中における経時変化は著しく,その分解防止は重

大な間組である.メチルパラチオン乳剤については前

に若干触れたがさ), マラソン乳剤については,今迄に

顕著なる報文もなく今立に著者の研究の概略をまとめ

て報告することにした.マラソン乳剤経時変化防止に

ついては,研究に若手してすでに4年を閲し,現在に

おいでは,初期の頃の製品と比較するとその安定性は

非常に良好になっているのは勿論であるが分解防止の

決定的手段を見出し得ないのが現状である.殊にマラ

ソンは有機燐化合物中で最も低毒性であり良薬として

の利用面の広いことは周知の通りであり,更にその低

毒性は防疫用薬剤としての前途も明るい.しかし防疫

用の場合は殆ど乳剤形態であり,その貯蔵中における

経時変化がその発展の芽を押えている感がある.従っ

てマラソン乳剤の安定化ということは良薬,防疫薬剤

の両面において重要課題であると云わねばならぬ.初

期の頃のゲル化はマラソン原体の容器の間組とか,礼

化剤中の金属の彫響 (殊にAl,Zn,Fe化合物など)

を検討することにより解決したが9㌧ 一方経時変化が

案外大きく,此の点の解決の必要性に直面したのであ

った.ゲル化の原因は明確なる決論を得た訳ではない

が金属イオンへ非イオン活性剤がファンデルワールス

力で引きつけられ ミセル会合状態を皇したのであると

推定した.そして乳剤形態における分解原因は,rマラ

ソン原体を 400,1ケ月以上貯放しでも分解が起らな

いことから,有機溶剤と乳化剤の選択及び品質に厳因

しているものの如く,先づ分解防止方法はそれらの厳

選と蔚三物男の惑加によることは丁皮粉剤の場合と同

様である10).有機溶剤や乳化剤の選択に当りては,そ

れが拾物に対して詔伽 ,'ないこと,水で稀揮した場合

の乳化性,安定性,分散性,分散粒子の大小,表面張

力,抜触角更に又拡展性,固苛性などが大切であり殺

虫力と大きく関連するものである.以上の性状を考慮

し有機溶札 乳化剤を師次改良し有効成分の分解率を
可成り低下せしめろこt'に成功したが11,,此等初厩の

研死を更に明確にすべく各種の有機溶剤及び乳化剤を

'N'本研究は主として著者が富士化学工業株式会社在任中に宍施したも̀のである.
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